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事 業 所 名   ： グループホーム厚宮館

作　 成　 日　 ：　令和　　4年　3月　10日

市町村受理日：　令和　　4年　 3月　11日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取組内容
目標達成に
要する期間

1 4

運営推進会議は2カ月毎に開催しているが、コロナ
禍において書面での開催が続いている。したがっ
て、委員からの意見が相互に交換されていない。

参加委員から毎回質問や意見を出していただけ
るようにテーマを設定したり、アンケートも検討す
る。

毎回の報告事項の中に、前回報告いただいた意見
を掲載する事とし、意見をいただけていない方への
発奮材料にしたい。また、アンケート形式の質問を
定期的に行い、意見を出しやすい状況を構築してい
く。

1年間

2 19

本人を共に支えあう家族との関係性について、毎月
の通信の中で生活の様子や行事などの写真を入れ
て報告しているが、入居者個々の情報提供が希薄
になっている。

毎月、入居者個々の様子が家族に伝わる取り組
みを行う。

毎月の通信の中に、入居者個々の様子を手書きで
記入出来るよう個別に通信欄を設けて、担当職員
が個別に記入報告していく。
また、面会が再開されるまでは、電話で交信する機
会あった場合は、必ず本人の様子をお伝えする。

1年間

3 33

入居者の重度化や終末期のあり方について、入居
時には家族や本人と話し合っているが、入居後にこ
の点についての話し合ってはいない。

終末期の対応について、入居後に家族や本人
の気持ちが変化している可能性があるので、今
一度この件に関してそれぞれに確認する機会を
設ける。

終末期をどう迎えたいか、まず利用者本人の考えを
傾聴する機会を設ける。内容からして、本人のその
時の状況を良く把握したうえで慎重に取り組み、記
録に残す。　　　　　　その結果を踏まえて、家族にも
本人の意向を伝えた上で、家族としての要望を聞き
取り、記録に残す。

1年間

4

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入してください。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画
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